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1． はじめに 

有明海では，アサリ等の二枚貝類をはじめ多くの

水生生物が激減している．図 1は昭和 47 年から平

成 24 年の 40 年間の有明海に面する福岡県，佐賀

県，長崎県，熊本県のアサリ漁獲量の推移である．

この図から，有明海のアサリの漁獲量は昭和 58年

に約 9万 5千トンの漁獲を記録した後，翌年には 5

万トンを下回るまでに減少し，それ以降も減少が

続き，ここ 20 年間は 1万トンにも満たない年が目

立ち，近年のアサリの漁獲量減少は顕著なものと

なっていることがわかる．アサリは汽水域付近を

生息地とし，干潟海域が主に当てはまる．アサリの

漁獲量減少は干潟環境の悪化が関係していると考

えられ，主に底質のヘドロ化・貧酸素化・赤潮の発

生、ホトトギ貝の増加、ナルトビエイによる食害な

どが挙げられる．有明海におけるアサリ漁獲量減

少の要因を把握し対策を講じ環境改善を行うこと

が急務であると言われている． そこで，本研究室

では 7 年前から底質浄化効果が期待されているフ

ルボ酸鉄シリカ資材に注目し実証実験を行ってい

る．これまでの研究成果より，熊本県玉名郡長洲町

沿岸干潟での底質浄化に伴いアサリの生息量が増

加することは確認することができた．本年度は，ア

サリの生息量に影響を与えるホトトギスガイの移

入が，フルボ酸鉄シリカによってどの程度抑制さ

れているかを確認することを目的として研究を行

った．  

 

2． フルボ酸鉄シリカ資材（写真 1参照） 

 地上に落ちた葉や枝が微生物によって分解され，フ

ルボ酸が出来る．このフルボ酸が土中の鉄と結合して

フルボ酸鉄となる．鉄はイオンのままでは酸素に触れ

て鉄粒子に変わるが，フルボ酸と結合したものはフル

ボ酸鉄として鉄イオンのまま海へ行く．植物プランク

トンや海藻が養分を吸収できるように働くのがフル

ボ酸鉄である．今回使用したフルボ酸鉄シリカ資材に

ついては，参考文献 3)または 4)を参照していただき

たい． 

 

3.調査結果 

(1)フルボ酸鉄シリカ資材の効果確認 

図 3は，フルボ酸鉄シリカ資材を 5ｍ間隔で投入

した第 1 施工区（図 2 参照）内のアサリ生息量の変

化を表している.この図から，資材投入後概ね 1 年間

は効果が持続し，その後半分づつ 2 年間に渡って追

加することで，アサリの生息環境を維持できている

と思われる.    

図 1 アサリ漁獲量の変遷（農林水産省統計データ） 

 

図 2 施工区の資材施工地点及びコドラート調査地点 

第 1施工区 

第 2施工区 

写真 1 フルボ酸鉄シリカ資材（外側の袋の素材は生

分解性：おおよそ 2年程度で分解される） 
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図 4は，資材を 10ｍ間隔で投入した第 2施工区

（図 2参照）のアサリ生息量の変化を示している.こ

の施工区には，最初に資材を投入した後は，追加で

資材を投入していない.この図から，10ｍ間隔で投入

した場合には，概ね施工後 6 か月以降からアサリ生

息量が減少し始め，施工 2年後以降は対照区より少

し多い程度で推移していることが確認された. 

 このことから，フルボ酸鉄シリカ資材の投入密度

を密にした方が，施工区内に生息するアサリの生息

量は多くなり，効果の持続期間も長くなることが確

認された. 

(2)ホトトギスガイの移入抑制効果 

 図 5 は，第 1 施工区内で採取されたホトトギスガ

イの生息数の変化を表している．この図から，第 1

施工区においては，資材投入後，0.25 ㎡当たり 80

個程度の生息が確認されているが，それ以上のホト

トギスガイの移入は確認されていないことがわか

る．ホトトギスガイは，干潟上に粘着性の高い足糸

を張り巡らし，高密度で干潟表面を覆う性質を持っ

ているため，ホトトギスガイが移入してくると，生

息しているアサリの呼吸ができなくなり，死滅する

ことで，その生息量が一気に減少することが確認さ

れており，アサリにとっては好ましくない外来種の

二枚貝である． 

 図 6は，第 2 施工区内で採取されたホトトギスガ

イの生息数変化を示している.この図から，第 2施工

区内においては，2019 年 8 月以降に非常に高密度で

ホトトギスガイが移入していることが確認されてい

る.第 2施工区内には，0.25 ㎡当たり最大 800 個程

度の生息が確認され，第 1施工区の約 10 倍の密度で

生息しているのが確認された. 

 

4.結論 

 これまでの観測結果より，フルボ酸鉄シリカ資材

の干潟への投入密度は，密度を高くした方がアサリ

の生息量が多くなることが確認され，約 5ｍ間隔で

の投入が，長洲干潟のような泥質では良いというこ

とが確認された．また，資材投入後，5ｍ間隔の条件

であれば，概ね 1年間は効果が持続し，その後，資

材の投入を継続した方が効果が発揮されやすいこと

も確認された.また，資材を継続的に投入した場合に

は，ホトトギスガイの移入も抑制できる可能性が示

された. 
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図 3 第 1施工区内のアサリ生息量の変化 

図 4 第 2施工区内のアサリ生息量の変化 

図 5 第 1施工区内のホトトギスガイ生息量の変化 

図 6 第 2施工区内のホトトギスガイ生息量の変化 
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